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鈴鹿大学短期大学部での学業を終えられ、ご卒業を迎えら

れるみなさんに、心よりお喜びを申し上げます。 

人生100年時代が現実となり、「教育→労働→引退」のスリ

ー・ステージから、人生を通して「学ぶ×働く×遊ぶ」という

マルチ・ステージの人生への変換が余儀なくされています。

短期大学部卒業後のみなさんの人生は長く、必要あるときに

何度でも母校で、「学び直し」たるリカレント教育を提供でき

る大学を目指し、「オール鈴鹿」で教学改革に取り組んでおり

ます。その改革の一部を説明すると次の通りです。まず、短

期大学部で設置していた専攻科課程（健康生活学専攻、こど

も教育学専攻）は、今回の卒業生をもって終了いたします。

今後は、こども教育学部・国際地域学部編入という形で、卒

業生の更なる学びに対応します。 

大学では国際地域学部を新設して２年目を迎えます。多く

の留学生とともに学びあう「多世代多文化キャンパス」の中

心に位置しています。こども教育学部は来年度で完成年度を

迎え、さらなる改革として大学院設置も検討し、さらに、小

学校教諭一種免許状の教育課程を令和３年から開始すべく、

文部科学省へ申請予定です。同時に、短期大学部のこども学

専攻も小学校教諭二種免許状の教育課程設置の準備をしてい

ます。さらに、食物栄養学専攻も、従来の栄養士・栄養教諭

養成にとどまらず、フードビジネスという分野の学びができ

るよう検討しています。 

健康で生涯学び続け、それを常に支援できる大学であるよ

う教職員一同、全力を尽くします。ぜひ今後とも、本学「オ

ール鈴鹿」を見守ってください。 

卒業というみなさんの輝かしい未来への旅立ちに際し、一

人ひとりが健康で幸運に恵まれることを心から祈っていま

す。 

 

 

卒業生の皆様、ご卒業おめでとうございます。 

 同窓会（鈴友会）より心からお祝い申し上げます。そして

鈴友会の会員になられましたことをお喜び申し上げます。 

 同窓会の主たる事業は、二年に一度の総会開催と会報誌 

（Bell Friend）の発行です。鈴友会は皆様が入学された平

成 30年に発足50周年を迎え、同窓会会員数も本年で8,400

名を超えました。 

 同窓生はさまざまな地域、分野で活躍されています。同窓

会では卒業後のご活躍を把握し、短期大学部を中心にこれか

らも橋渡し役を担っていきたいと思っています。会員よりこ

こ数年クラス会を開きたいのでと、同窓会名簿の問い合わせ

をいただきます。卒業されますと短大部や同窓会とは疎遠に

なりがちですが、住所などの変更がございましたら、同窓会

までご連絡をお願い致します。 

 さて、皆様は令和最初の会員となられましたが、令和が始

まって一年もたたない間にたくさんの出来事がありました。

ラグビーW杯で日本代表が８強となり、にわかファンも感動

と勇気をもらいました。海外では環境問題が大きなウネリと

なっています。1月の中日春秋に、20代に一生の大切な出会

いや経験が集中していたと書かれていました。そうであれば

その時期を大切にして、ぜひ未来に向かって計画を立て、行

動を起こして欲しいと思います。これからは時の過ぎるのが

本当に早く感じられますよ。きっと。 

『いいですか いくらのろくてもかまいませんよ たいせ

つなことはね いつでも前をむいて 自分の足で 自分の

道を歩くことですよ』          相田みつを 

 心身ともに健康な皆様のご活躍を心よりお祈りしていま

す。 

 

 皆様のご壮健・ご活躍を祈念します 

祝  
ご卒業 



 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鈴友会（同窓会）事務局 

〒510-0298 鈴鹿市郡山町663-222 鈴鹿大学短期大学部内    TEL （059）372-3900 FAX （059）372-3903 

 

幹事紹介  
 

令和元年度 卒業生84名は、本日鈴友会に入会します。 

食物栄養学専攻・・・ 小川 京香、中野 珠寿 

こども学専攻・・・・ 大槻 華代、藤田 実優 

こども教育学専攻・・ 納富 康平 

健康生活学専攻・・・ 大木 琴未 

 

鈴友会事務局便り 
 

卒業後、鈴友会からご連絡をさせていただくこともあります

ので、住所・改姓・電話番号など連絡先に変更がありました

ら、鈴友会事務局までご連絡をお願いします。 

皆さん、時々クラス会を開催して、近況を把握してください。

クラス会報告、近況報告、随時受け付けております。 

皆さんで楽しい会報を作りましょう。 

生活コミュニケーション学科 食物栄養学専攻 

（木下 麻衣） 

 

ご卒業おめでとうございます。みなさんが短大生活で

学んだ知識を活かし、様々な場所で活躍されることを期

待しています。これから新しい道へ進めば、楽しいこと

だけでなく辛いことも待っているかもしれませんが、そ

れらを乗り越え、多くの経験を通してさらに成長したみ

なさんにまた会える日を楽しみにしています。 

 
 
 

専攻科 こども教育学専攻・健康生活学専攻 
(大野 泰子） 

 

健康生活学専攻８期生6名、こども教育学専攻4期生

4 名の学生を送り出し、本年度で専攻科教育は大学編入

にバトンタッチし、修了することとなりました。2011年

4 月鈴鹿高校 3 号館を間借りし、夜間休日授業が始まり

でした。養護教諭・幼稚園教諭１種免許取得した卒業生

が、こども教育に投げかけた生きる力の輪が広がり続け

ることを願っております。 

 

巣立つ皆さんへ・・・贈る言葉 

生活コミュニケーション学科  こども学専攻 
(石川 拓次） 

 

こども学専攻のみなさん、ご卒業おめでとうございま

す！これまで学んだことをしっかり活かして、それぞれ

の道を切り拓いていきましょう。 

辛い時はもちろん、嬉しいことがあった時にも短大に

来て、私たちに会いにきてくださいね。次に会う時をた

のしみにしています。 


